木祖村長　奥原　秀一　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
木曽路ロングトレイル提案事業
「木祖村推奨ルートを考える会」意見書
　私たちは、木曽広域連合が令和６年度に実施した木曽路歩行ルート調査の結果を基に、伊能図をGIS化する作業を通して木曽路をロングトレイルとして魅力アップを図るにはどうしたら良いかをテーマにワークショップを実施して参りました。５回に及ぶワークショップを通して、活発な意見交換を行った結果、下記の通り木祖村推奨ルートを提案します。　　　また、今後木曽路をロングトレイルとして活用するにあたり、意見要望をまとめましたのでここに報告します。
記
1， 木曽路ロングトレイル木祖村推奨ルートについて
　木祖村推奨ルートは、中山道に沿ったルートを基本とし、安全面を優先に、駅や新たな観光拠点を経由するルート案を推奨しました。また、階段や高さ制限のある箇所にはう回路も示しています。（推奨ルート参照）
　
2， 案内看板について
　　わかり易い案内板の設置が課題となっています。統一したロゴや、複数の経路がある場合は推奨ルート・う回路や最短ルートを示すなど工夫が必要です。また、主要施設までの所要時間の情報も必要です。（中部北陸自然歩道の看板表示内容の改善は対応済み）
　　
3， 文化や伝統に触れる場について
伊能図を調べた結果、中山道木曽路には１１の宿が存在しています。それぞれの宿について起終点を明確に表示する事で、宿場を巡る楽しみや達成感を得る事が可能となります。また、トレッカーとの交流を通して地域振興の活性化が期待できることから、各宿場それぞれの文化や伝統に触れる場の確保も必要です。
　
4， 日本遺産について
　日本遺産の取り組みを関係地域全体として取組まねば日本遺産の存続が危ぶまれます。そこで、木曽路ロングトレイルを日本遺産の取り組みとして関係する地域へ広く展開を図っていただきたい。また、専任の担当者を配置していただきたい。
5， 安全対策について
木曽路ロングトレイルは、安心安全な道の存在なしには確立する事が出来ません。持続可能なトレイルの実現のため、それぞれ関係する道路管理者、観光振興部局等が議論する場が必要不可欠です。木曽路ロングトレイル安全対策協議会（仮称）の設置を要望します。
　
令和７年１２月１６日
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木曽路をロングトレイルとしてブランド化しよう！
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